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動物が行動している最中に学習や記憶課題を課すと，そ
の達成度は動物の情動や動機付けの程度によって影響を受
けることはよく知られている。近年の遺伝子ノックアウト
技術の進歩は，学習記憶に影響を与えるこれら因子の生物
学的機能を調べるためのモデル動物を供給するようになっ
た。その結果，確かに分子と動物行動レベルを結び付ける
多くの知見が得られたが，これら因子の関与でどの脳領域
がどのような神経機構で学習記憶に影響を与えるのかはほ
とんど解明されていない。当研究は，学習時に多くの神経
細胞活動を同時記録することのできる多電極記録法を齧歯
類（マウスなど）の脳に適用して，報酬による強化，動機
付け，情動などが，記憶形成の神経活動レベルでの変化を
どのように修飾するのかを解明することを目的としている。
我々は，無条件刺激としての電気ショックを，条件刺激と

してのコンテクスト（context），音（cue），またはトレー
ス（trace）と組み合わせる条件付け課題を使って，情動や
強化報酬系が記憶にどの程度インパクトを与えるかを評価
する行動学的実験を，ノックアウトマウスと野性型マウス
を用いて開始した。また，記憶の形成や固定に関与すると
我々が信ずる神経発火活動パターンに対する強化報酬系の
影響を調べる目的で，条件付け課題の最中に，皮質前頭野，
腹側被蓋野，海馬のそれぞれから同時に神経活動を記録し
た。実際これらの課題の最中に条件刺激とそれに対する報
酬に対応する神経活動の変化を見いだしている。
最近我々は，長期記憶の形成について調べているうちに，

記憶が固定されると言われる睡眠中のある時期に海馬と皮
質前頭野との間で神経発火活動が同期することを見いだし
発表した。引き続き，この 2つの領域にまたがる共発火活
動に条件付け課題や報酬がどのような影響を与えるかにつ
いて研究している。我々はまた順序付け（sequence）の学
習に関係しているかもしれない海馬の場所受容野の変化を
見つけた。また経験依存的な神経の反応を同定したが，こ
れはシナプス可塑性に関わる樹状突起上のチャネルの機能
変化を反映しているかもしれない。
本年度の我々の研究計画として，進行中の扁桃核と海馬

での神経活動を条件付け課題や，空間記憶が成立すると報
酬を与える系で解析した。更に，空間学習または非空間学
習を報酬系で強化する過程での海馬と皮質前頭野間の神経
発火活動の研究も続けた。また（睡眠中でなく）課題やそ
れに対する反応の影響を受ける覚醒状態での，上記 2領域
の協調的な神経発火活動にも焦点を当てる。
我々はまた，ドーパミン受容体や NMDA受容体のノック

アウトマウスに様々な報酬課題を課して行動学的解析や電
気生理学的研究を行うと共に，学習中の海馬と扁桃核との
協調作用についての電気生理学的研究を行った。また，薬理
学的に海馬と皮質前頭野との間の協調的な神経発火活動を
操作する試みを開始するとともに，REM睡眠の実態を解析

し，その記憶形成との関係を突き止めるべく研究も行った。
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